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平 成 ３ ０ 年 ８ 月 ２ ３ 日 

                          福島県道路メンテナンス会議 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 
 
 
※１「福島県道路メンテナンス会議」は、道路インフラの予防保全・老朽化対策の体制強

化を図るために平成２６年度に設立され、これまで道路施設の定期点検計画の策定
や見学会・研修会等の実施に取り組んでいます。 

※２ 社会資本のメンテナンスに係る優れた取り組みを表彰する、第２回【インフラメン
テナンス大賞】のメンテナンスを支える活動部門において、日本大学大学院工学研
究科の“みんなで守ろう。「橋のセルフメンテナンスふくしまモデル」の構築と実
践”が国土交通大臣賞を受賞 

 
＜日   時＞  平成３０年８月２７日（月）１３：３０～１６：００ 

＜場   所＞  ビックパレットふくしま ３Ｆ 中会議室Ａ 

＜参 加 者＞  東北地方整備局、福島県、福島県５９市町村、福島県道路公社 

           東日本高速道路㈱東北支社 

＜会議の主な内容＞ 

   ●議  事 

   ・平成２９年度道路施設の点検結果について 

   ・平成３０年度活動計画について 

    ●講 演 

「橋のセルフメンテナンスふくしまモデル」の構築と実践 

                     日本大学 岩城 一郎 教授 

●連絡事項 
 

 ◇報道機関の皆様へ 

本会議の取材は「議事」、「講演」までとし、ご質問等については、その後 

対応させていただきます。 
  

       《発表記者会：福島県政記者クラブ、福島市政記者クラブ》 

 （問い合わせ先） 

 福島県道路メンテナンス会議事務局 

 福島河川国道事務所 副所長  本木
も と き

 雅
まさ

信
のぶ

 TEL024-546-4331(代表)(内線 205) 

   福島県土木部 道路管理課 主幹 野地
の ぢ

 重和
しげかず

 TEL024-521-7468(直通) 

～日本大学 岩城教授がインフラメンテナンスについて講演します～

平成３０年度福島県道路メンテナンス会議を開催 

福島県道路メンテナンス会議※１が設立されてから５年目を迎え、各道路

インフラにおける点検進捗状況の確認、点検結果を踏まえた今後の対応に

ついて議論いたします。また今回、日本大学の岩城一郎教授より、住民と

の協働による維持管理の取り組みである「橋のセルフメンテナンスふくし

まモデル」※２について講演いただくとともに、それを実践されている郡

山市や平田村から事例紹介をいただき、意見交換を行います。 



 


